
2020年度 海洋・港湾構造物設計士補 資格認定試験 

解答例

本解答例は、港湾・構造物設計士会（DEMPHIS 会）に所属する有志（有資格者）が本資

格の普及を目的として、独自に作成したものです。本資格認定機関である（一財）沿岸技

術研究センター（CDIT）が公式に発表したものではありません。従って、本解答例が正解

を保証するものではないことをあらかじめご承知置きの上、ご活用下さい。
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【DEMPHIS 会】 
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設問番号 問題１ 

解答例 ③ 

解 説 参考文献 

(ア)記載のとおりである。（〇）  

(イ)所要質量はブロックに作用する流れの流速の６乗に比例するので、誤

っている。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P248 参照 

(ウ)防波堤背後の越波に対するマウンド被覆工の所要質量の算定には、水

理実験によって求めることを基本としているが、イスバッシュ式によ

る算定や、越流に対する安定数が示されている。 

問題文は、谷本らの安定数で所要質量が求められるとされているの

で、誤っている。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P255～256 参照 

(エ)記載のとおりである。（○） 

 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P242 参照 

以上より、③の「〇××○」が最も適当である。 
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設問番号 問題２ 

解答例 ② 

解 説 参考文献 

(１)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P25 参照 
(２)記載のとおりである。（〇）

(３)記載のとおりである。（〇）

(４)レベル２信頼性設計法は、信頼性指標βによって評価されるので、

誤っている。（×）

以上より、不適当な記述は 1 個であり②が最も適当である。 
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設問番号 問題３ 

解答例 ① 

解 説 参考文献 

(ア)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P76 参照 

(イ)記載のとおりである。（○） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P79 参照 (ウ)記載のとおりである。（○） 

(エ)記載のとおりである。（○） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P80 参照 

以上より、①の「〇○○○」が最も適当である。 
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設問番号 問題４ 

解答例 ③ 

解 説 参考文献 

高潮の主要な発生原因の一つである、強風による海水の吹き寄せによる

海面上昇量の導出過程を問うものである。 

海面上昇が定常状態の場合に⊿x 区間の水柱には 4 つの力が作用する。

・海岸方向の水圧：F1=1/2×ρg(h+η)2

・沖向きの水圧：F2= 1/2×ρg(h+η+⊿η)2

・海面接線応力による力：F3=τs×⊿x

・底面摩擦力による力：F4=τb×⊿x

4 つの作用力の釣り合いから式(1)がえられる。 

1/2×ρg(h+η+⊿η)2 - 1/2×ρg(h+η)2=(τs＋τb) ⊿x (1) 

海底勾配は式(2)で与えられる。 

dη/dx=1/ρgh×(τs＋τb)   (2) 

式(2)に、τs=αρaU2、τb=λaτs、を代入し、式(2)’がえられる。 

dη/dx =(1+λ)×αρaU2/ρgh   (2)’ 

海面上昇量ηは、式(2)’を、dx について風の吹送距離 L の区間で積分

して、式(3)で与えられる。 

η=(1+λ)×αρaU2/ρgh×L              (3) 

以上より、解答 A は式(1)、解答 B は式(3)で示される。よって、③が最も適当である。 

F1 

F3 

F2 

F4 

η
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設問番号 問題５ 

解答例 ④ 

解 説 参考文献 

(ア)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P88、P89 参照 
(イ)記載のとおりである。（〇） 

(ウ)地域の良好な景観の形成への配慮として、技術基準対象施設の設計、

施工または維持管理にあたっては、各段階を通じて、景観に関する

一貫した目標やデザインコンセプトに基づくことが望ましい。 

問題文は、各段階で個別に最適化された目標やデザインコンセプトに

基づくとの記載となっており、各段階を通じて一貫した目標ではない

ので、誤っている。（×） 

 

(エ)記載のとおりである。（〇）  

以上より、④の「〇〇×〇」が最も適当である。 
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設問番号 問題６ 

解答例 ④ 

解 説 参考文献 

「港湾土木請負工事積算基準」における「水中と陸上の工事区分」は以

下のとおりである。 

港湾・海岸工事の積算における水中と陸上の工事区分は、平均干潮面

（M.L.W.L.）を境界とする。 

ただし、平均干潮面（M.L.W.L.）が設定されていないところは、平均水

面（M.S. L.）と朔望平均干潮面（L.W.L.）との 1／2 を境界とする。 

なお、下記の場合は、例外として平均水面（M.S.L.）を境界として区分

する。 

・陸上現場溶接・切断と水中溶接・切断の別 

 

 

 

 

 

港湾土木請負工事積算基準 

令和２年度改訂版 

P2-1-7 参照 

(ア)は、平均干潮面 となる。 

(イ)は、平均水面と朔望平均干潮面 となる。  

(ウ)は、平均水面となる。  

以上より、④が適当である。 
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設問番号 問題７ 

解答例 ③ 

解 説 参考文献 

(1) 港湾基準 p33 に省令（技術基準対象施設の設計）に同様の記載があ

るので 適当（〇）である． 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P33 参照 

(2) 港湾基準 p16 に省令（用語の定義）の解説として 

「技術基準において設計供用期間とは、施設の設計に当たって、当該

施設の要求性能を満足し続けるものとして適切に設定されるべき

期間である。」また p40 には「設計供用期間として 50 年または 100

年が設定されることが多い」 

との記載があるが，設計供用期間は 50 年で決まっている訳ではない

ので不適当（×）である． 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P16 ,P40 参照 

(3) 港湾基準 p34 に維持管理の基本的な考え方として 

「技術基準対象施設の設計にあたっては、当該施設の設置目的や・・・

中略・・・・・、点検診断及び補修工事等の難易度、ライフサイクル

コスト等を踏まえて、維持管理の基本的な考え方として、維持管理レ

ベルを適切に定める必要がある」 

との記載があるので維持管理レベルを定める必要があり，不適当（×）

である． 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P34 参照 

(4) 港湾基準 p35 に設計における施工への配慮として 

「特に、設計上重要な事項で、施工段階で必ず遵守すべき条件等は、

設計図面中に注記として示すなどの配慮が必要である。」との記載が

あるので 適当（〇）である． 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P35 参照 

以上より、不適当なものの数は③の 2 個が最も適当である。 
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設問番号 問題８ 

解答例 ② 

解 説 参考文献 

（ア）港湾基準 p144:有義波法による波浪推算の第三世代モデル：WAM モ

デルに同様の記載があるため，正解（〇）である 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P144-145 参照 

（イ）港湾基準 p149:エネルギー平衡方程式に基礎式が示されている．

この式はエネルギーの連続を基本式として定常を解く式であるた

め WAM モデルではない．そのため不正解（×）である 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P149 参照 

（ウ）港湾基準 p153 に不規則波の解説と屈折を同時に説く方法として

ブシネスク方程式を解く方法が記載されている． 

港湾空港技術研究所報告 Vol40no4 ブシネスクモデルにおける任意反

射境界処理法を用いた非線形部分重複波の計算では，反射境界を消波

ブロックを設置する様に透過層とその強度で計算する方法が用いら

れている．そのため，直立消波構造物の扱い沿い波の処理などに注意

が必要である事から．正解（〇）である 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P153 参照 

港湾空港技術研究所報告

Vol40no4 

（エ）港湾基準 p167:数値波動水路の活用に記載されているため，正

解（〇）である 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P167 参照 

以上より、不適当な解は②の（イ）である。 
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設問番号 問題９ 

解答例 ② 

解 説 参考文献 

問題を訳すると 

「体積圧縮係数 mvに基づいて沈下量 S を取得するために、最も適切な方

程式を選択しなさい．ここで、h は粘土層の厚さを表し、Δpは圧力増分

を表す．」 

となっており，mvを用いた最終沈下量の算出式を問う問題である． 

 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P319 参照 

以上より、②の S=mv×Δp×h が適切な式である。 
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設問番号 問題１０ 

解答例 ① 

解 説 参考文献 

(オ)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P42 参照 

(カ)記載のとおりである。（○） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P43 参照 

(キ)記載のとおりである。（○） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P43 参照 

(ク)記載のとおりである。（○） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P43 参照 

以上より、すべて正しいので、①の「〇○○○」が最も適当である。 
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設問番号 問題１１ 

解答例 ⑤ 

解 説 参考文献 

(ア)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P123 参照 

(イ)記載のとおりである。（○） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P123 参照 

(ウ)記載のとおりである。（○） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P123 参照 

(エ)記載のとおりである。（○） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P124 参照 

以上より、すべて正しいので、⑤の「すべて適当」が最も適当である。 
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設問番号 問題１２ 

解答例 ③ 

解 説 参考文献 

(ア)載荷重量トン数とは、積載し得る貨物の最大重量をトン単位で表した

数である。 

問題文は、積載し得る貨物の「平均重量」の記載となっているので、

誤っている。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P424 参照 

(イ)総トン数 220,000ＧＴを超える旅客船の全長は、概ね 360m 程度であ

る。 

問題文は、旅客船の全長は「概ね 250m」の記載となっているので、誤

っている。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P425 表-1.1.5 参照 

(ウ)記載のとおりである。（○） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P425 表-1.1.4 参照 

(エ)記載のとおりである。（○） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P430 参照 

以上より、③の「××○○」が最も適当である。 
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設問番号 問題 13 

解答例 ② 

解 説 参考文献 

偏心量𝑏/6 ൏ e ൏ b/2 の場合，地盤反力は幅𝑏 の三角形分布となり，その

合力作用位置は点 Aから𝑏 /3（三角形重心）となる． 

地盤反力の合力作用位置は，ケーソンに偏心して作用する鉛直力𝑉の作

用位置と等しいため，下式が成立する． 

𝑏 

3
ൌ 𝑥 ൌ

𝑏
2
െ 𝑒 ⋯⋯ (a)

また，鉛直方向の力のつり合いより下式が成立する． 

𝑝 ൈ 𝑏′
2

ൌ 𝑉 ⋯⋯ (b)

式(a)および式(b)より， 

b ൌ 3  
𝑏
2
െ 𝑒    

𝑝 ൌ
2
3

𝑉
𝑏
2 െ 𝑒

   

 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P628 参照 

 

 

以上より、②が正解である． 
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設問番号 問題 14 

解答例 ⑤ 

解 説 参考文献 

(ア)矢板に作用する曲げモーメントは，タイ材取付位置が低いほど減少す

る傾向にあり，一般的に壁高の半分程度までは取付点を下げると曲げ

モーメントは減少する． 

タイ材に作用する張力はタイ材取付位置が下がるほど大きくなる傾

向にあり，タイ材断面及び控え工に大きなものを要することになる．

 

問題文は矢板へのタイ材取付位置が深いほど，矢板に発生する曲げモ

ーメントが大きくなる傾向にあるとなっているため，誤りである（×）

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

［施］第 5 章 係留施設 P.1087

2.3.3 (1) ③ 参照 

(イ)控え直杭の設置位置は杭とタイ材の取付点よりも lm1/3 深い点から引

いた杭の受働崩壊面と海底面から引いた矢板の主働崩壊面が，杭とタ

イ材の取付点を含む水平面以下で交わらないように決定するのが望

ましい． 

問題文は矢板前面の海底面からひいた主働崩壊面のすぐ後ろに控え

直杭を設置するのが望ましいとなっているため，誤りである（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

［施］第 5 章 係留施設 P.1088

2.3.3 (3) ③ 参照 

(ウ)鋼管を用いた矢板及び控え工の損傷に関する性能照査を行う際の標

準的な限界値は限界曲率であり，降伏モーメントに対応する曲率に塑

性率を乗じて求める． 

 

問題文は鋼管矢板の損傷は全塑性モーメントを限界値として照査さ

れるとなっているため，誤りである（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

［施］第 5 章 係留施設 P.1114

2.3.10 (5) 参照 

以上より、⑤の「×××」が最も適当である。 
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設問番号 問題 15 

解答例 ③ 

解 説 参考文献 

(ア)サンドドレーン工法に関するこれまでの施工例では、直径が 40cm 程

度のものが最も多く、普通は 40cm から 50cm である。選択肢の中で適

当なものは「直径 30～50cm」となる。 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P777 参照 

(イ)圧密進行の速さはほぼドレーンの直径に比例し、ドレーン間隔の 2乗

に逆比例する。一般に「小口径の砂杭を狭いピッチ」で打設する方が

材料を少なくすることができる。ただし、砂杭の直径があまりに小さ

い場合には、粘土粒子の侵入によるドレーンの目詰まりや、載荷及び

圧密期間中に生じる地盤沈下にドレーンが追随できない等により、砂

杭が途中で切れる恐れがある。 

(ウ)プレファブリケーティドドレーン工法では、「幅 10cm、厚さ 0.5cm 程

度」の透水材を地盤中に打設する。性能照査にあたっては、同じ外周

長を有する円形ドレーンに換算する。通常直径 5cm の砂杭と等価であ

るとしてサンドドレーンに準じて性能照査を行うことが多い。 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P778 参照 

以上より、③が最も適当である。 
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設問番号 問題 16 

解答例 ③ 

解 説 参考文献 

(ア)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説 P328 参照 

(イ)下図のように円弧の中心よりも右側の分割片は、港湾基準 P751 の式

(4.2.3)の sinθが正の値となり、すべりを生じさせる方向に作用す

るが、中心よりも左側の分割片は、sinθが負の値となり(θが 180 度

よりも大きい)、滑りを抑制する方向に作用する。 

問題分は、すべり土塊の自重は、全てすべりを生じさせる方向に作用

すると記載されているで、間違っている。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説 P749～P751 参照 

(ウ)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説 P748 参照 

(エ)円弧すべり解析に用いられる分割法において、分割片には土(構造物

を含む)が存在しない水塊部分(水面から地盤面までの水)を考慮す

る。しかし、問題文は、「水塊部分を含めない」と記載しているので、

誤っている。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説 P682 参照 

以上より、③の「〇×○×」が最も適当である。 

※港湾の施設の技術上の基準・同解説 P751 に加筆修正

θ 
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設問番号 問題 17 

解答例 ② 

解 説 参考文献 

(ア)杭の急速載荷試験(軟クッション重錘落下方式)は、杭頭に特殊なクッ

ションを設置し、その上に重錘を落下させるなどして動的な荷重を加

える載荷試験である。 

問題文は、「静的な荷重」と記載しているので、誤っている。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説 P1719 参照 

(イ)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説 P1719 参照 

(ウ)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説 P1720 参照 

(エ)杭の衝撃載荷試験では、載荷試験終了後に、計測データを用いて一次

元波動理論に基づく波形マッチング解析を行う必要がある。波形マッ

チング解析を行うことで、杭押込み時の先端抵抗力と周面抵抗力を分

離して求めることができる。 

問題文は、「先端抵抗力と周面抵抗力を分離して求めることができな

い」と記載しているので、誤っている。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説 P1720 参照 

以上より、②の「×○○×」が最も適当である。 
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設問番号 問題 18 

解答例 ④ 

解 説 参考文献 

港湾基準 P725 の 3.4.10 群杭の支持力（３）に記載 

(ア)砂 

(イ)締固め効果 

(ウ)大きく 

(エ)粘性土 

(オ)小さく 

 

 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説 P725 参照 

以上より、適切な組合せは、「④」である。 
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設問番号 問題１９ 

解答例 ② 

解 説 参考文献 

 

・水平荷重Ｐによりラーメン全体は右側に変位し、Ｃ点、Ｄ点では交差

する２つの部材が直角を保持するため、部材ＣＤは上下に撓む。したが

って、部材ＣＤの曲げモーメントはプラスマイナスに変化する。 

・Ａ点、Ｂ点はピンであるため、曲げモーメントはゼロである。 

・Ｃ点、Ｄ点では交差する２つの部材の曲げモーメントは等しい。 

 

 

 

以上より、②が正しい。 
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設問番号 問題２０ 

解答例 ④ 

解 説 参考文献 

（１）記載のとおりであり、適当である。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P45～47 参照 
（２）記載のとおりである。（〇） 

「既存施設の用途の変更」とは、既存施設の設置目的や基本的な機能な

ど、施設の用途そのものを変更させる場合である。 

（３）記載のとおりであり、適当である。（〇） 

「既存施設の性能の変更」とは、既存施設の設置目的や基本的な機能に

変更はないが、要求性能を変更し、性能や能力を向上、または低下させ

る場合である。 

（４）不適当な記述である。（×） 

既存施設の改良設計にあたっては、新たに設計供用期間及び要求性能を

設定する必要がある。 

以上より、適当な記述の個数は④の「3」である。 
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設問番号 問題２１ 

解答例 ① 

解 説 参考文献 

（ア）記載のとおりであり、適当である。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P803～806 参照 
（イ）一軸圧縮強さが 100kN/m2 以上の処理度は液状化しないことが報告

されているため、液状化防止の場合には、これを処理土の指標とすること

ができる。100kN/m2＝100kPa である。 

問題文は、1,000kPa 程度となっているため、不適当である。（×） 

（ウ）記載のとおりであり、適当である。（〇） 

以上より、①の「〇×〇」が最も適当である。 
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設問番号 問題 22 

解答例 ⑤ 

解 説 参考文献 

(オ)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P311 参照 

(カ)土の液性限界や塑性限界を調べるためのコンシステンシー

試験は物理的特性を調査するため、必ずしも「乱れの少な

い試料」が必要ではないので、誤った記述となる。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P302 参照 

(キ)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P308～311 参照 

(ク)問題文にある「圧密荷重増分の大きさ」に依存するのは、

「圧密沈下量」であり、「土の圧密沈下に要する時間」には

Terzaghi の圧密理論では圧密荷重増分に依存しないため、

誤った記述となる。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P319～321 参照 

以上より、⑤の「〇×〇×」が最も適当である。  
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設問番号 問題 23 

解答例 ② 

解 説 参考文献 

 

構造力学の「曲げを受ける梁の応力度」を問う問題であり、弾性モデルを仮定

した梁部材に対する中立軸まわりの応力度と断面二次モーメントとの関係は、

以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

設問のうち、中立軸からの距離 y に比例する（2乗ではない）のは①と②で

あり、断面二次モーメント I と関係する（断面係数 Z とは関係しない）のは②

 

 

 

以上より、②が正しい。 
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設問番号 問題 24 

解答例 ③ 

解 説 参考文献 

(ア)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P164～168 参照 

(イ)換算天端高係数は、直立護岸を設置した場合を仮定して、

同一の越波量となるときの対象護岸高さとの比を表して

いるものであり、問題文のように「単純な形状の直立及び

消波護岸のみに限られる」ことはないため、誤った記述と

なる。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P174 参照 

(ウ)消波工の効果として「堤体の前面を消波ブロックによって

完全に被覆すると、波の打上げ高をかなり減少させること

ができる」との知見から、誤った記述となる。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P167 参照 

(エ)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P174 参照 

以上より、③の「〇××〇」が最も適当である。  

 

 

 

 

 

 

 

  

海洋・港湾構造物設計士会

49 / 71



海洋・港湾構造物設計士会

50 / 71



設問番号 問題 ２５ 

解答例 ④ 

解 説 参考文献 

(ア)「防波堤前面で津波の反射による速い流れが発生し，防波堤前面マウ

ンドの法先洗掘が発生する．」とあるが、津波で洗掘が生じるのは、

越流や浸透流などの流れで、特に越流に伴う防波堤背後の基礎マウン

ドや海底地盤で洗掘が生じやすいので、誤っている。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P989 参照 

(イ)「海底では重複波の腹の部分で水平方向の水粒子の動きが大きくな

って，（以下、省略）」とある。現地では実験と比較して海底での流速

が速く、重複波の節で洗掘が卓越するのが一般的であるため、誤って

いる。（×） 

同 P287 参照 

(ウ)記載のとおりである。（〇） 同 P989 参照 

(エ)記載のとおりである。（〇） 

以上より、④の「××〇〇」が最も適当である。 
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設問番号 問題 ２６ 

解答例 ② 

解 説 参考文献 

遮水層の透水係数，層厚をそれぞれ k，H，透水層上下の砂層の水頭差を

Δh とした場合，遮水層を浸透するのに要する時間 t は、 

t＝H2／（k・Δh） 

で示される。 

 

 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P1426  

以上より、②が適当である。 
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設問番号 問題 ２７ 

解答例 1) 

解 説 参考文献 

海中部材に作用する波力を算定するモリソン（Morison）式を選択する

問題である。モリソン式は、港湾の施設の技術上の基準・同解説（平成

30 年 5 月）P230 (6.3.1)式に記載がある。 

選択肢 1)の第１項にある流体の体積 V を部材軸方向の微少長さΔS×

部材軸に垂直な面で切った部材断面積 A、du/dt を流れの加速度 an、第２

項の流体の単位面積 A をΔS×部材軸直角方向の部材幅 D とすれば、

(6.3.1)式と同じ記述となる。 

 

 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P229～230  

以上より、1)が適当である。 
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設問番号 問題 28 

解答例 ⑤ 

解 説 参考文献 

（ア）～（ウ）の突堤群については、汀線方向が入射波向に対して直角に

なって平衡状態に達するため、（ウ）が正しい。 

海岸保全施設の技術上の基

準・同解説（平成 30 年 8月）

p.3-95 参照 

海岸施設設計便覧（2000 年

版）、p.336 参照 

（エ）～（カ）の離岸堤については、離岸堤背後に向かう回折波によって

沿岸方向の流れが生じるとともに、離岸堤背後の波高が減衰して静穏域が

生じる。そこに浮遊した底質（砂）が沈降して汀線が前進するため（オ）

が正しい。なお、この地形を舌状砂州（トンボロ）という。 

 

海岸保全施設の技術上の基

準・同解説（平成 30 年 8月）

p.3-98、p.3-99 参照 

以上より、⑤の「（ウ）と（オ）」が最も適当である。 
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設問番号 問題 29 

解答例 ② 

解 説 参考文献 

(ア)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

pp.1033-1035 参照 
(イ)航路・泊地の埋没の要因は、河川流下土砂のほか、漂砂の侵入、堆積

飛砂の飛び込み・堆積、当該地域内での土砂移動、堆積場所の変化港

内攪乱による土砂移動、航路の法崩漂砂などが想定される。（×） 

(ウ)航路周辺の水深が浅い場合、底質が波や流れの影響を受けやすく、法

崩れなども生じやすい。（○） 

 

(エ)サンドウェーブは、海底に堆積した砂（砂州）の表面に、潮流等の影

響で波状の地形が形成される現象である。日本では備讃瀬戸航路での

サンドウェーブが有名であり、航路水深を阻害する頂部を浚渫しても

再形成されることが知られている。（×） 

小笹博昭：備讃瀬戸における

海底砂州，サンド・ウェーブ

の調査，港湾技術研究所報告

Vol.14, No. 2, pp.3-46, 

1975. 

以上より、②の「〇×○×」が最も適当である。 
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設問番号 問題 30 

解答例 ② 

解 説 参考文献 

(１)一般に基礎の支持力は、基礎の底面支持力と基礎の側面抵抗の和とし

て表されるが、浅い基礎の場合には、側面抵抗の大きさが底面支持力

に比べて小さいことから、一般に側面抵抗を考慮する必要はない。

（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

p.675 参照 

(２)記載の通りである。（○） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

p.676 参照 

(３)記載の通りである。（○） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

p.680 参照 

(４)記載の通りである。（○） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

p.681 参照 

以上より、②の「不適当なものは 1つ」が最も適当である。 
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設問番号 問題３１ 

解答例 ① 

解 説 参考文献 

(ア)「地震基盤」とは一般には花崗岩でＳ波速度（せん断波速度）が

3km/s(3000m/s)以上の地層をいう。「サイト増幅特性」は、地震基盤

上に存在する堆積層が地震動に及ぼす影響のことである。 

問題文は、せん断波速度が 300m/s となっているので、誤っている。

（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P364 参照 

 

 

 

P375～377 参照 
(イ)問題文では、「常時微動観測の結果から得られる上下動に対する水平

動のフーリエスペクトル比は、そのままサイト増幅特性として用いる

ことができる。」とあるが、常時微動観測の結果をそのままサイト増

幅特性に用いることはできないので、誤っている。（×） 

(ウ)記載のとおりである。（〇） 

 

P378 参照 

以上より、①の「××〇」が最も適当である。 
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設問番号 問題３２ 

解答例 ⑤ 

解 説 参考文献 

本問題は、土圧とは直接関係なく、三角関数を理解していれば解くことができる。

図中の P、W、R の力の釣り合いを解けば良い。 

水平方向：P＝W・sinθ＋R・cos(π/2＋φ－ζ) (1) 

鉛直方向：W・cosθ＝R・sin(π/2＋φ－ζ) (2) 

ここで、cos(π/2＋φ－ζ)＝sin(ζ－φ)、sin(π/2＋φ－ζ)＝cos(ζ－φ)であ

るので、 

水平方向：P＝W・sinθ＋R・sin(ζ－φ) (3) 

鉛直方向：W・cosθ＝R・cos(ζ－φ) (4) 

(4)式より、R＝W・cosθ／cos(ζ－φ) (5) 

(5)式を(3)式に代入すると、 

P＝W・sinθ＋W・cosθ・sin(ζ－φ)／cos(ζ－φ) 

＝W｛sinθ＋cosθ・sin(ζ－φ)／cos(ζ－φ)｝ 

＝W／cos(ζ－φ)｛sinθ・cos(ζ－φ)＋cosθ・sin(ζ－φ)｝ 

＝W／cos(ζ－φ)〔｛sin(θ＋ζ－φ)＋sin(θ－ζ＋φ)｝／2 

＋｛sin(θ＋ζ－φ)－sin(θ－ζ＋φ)｝／2〕 

＝W・sin(θ＋ζ－φ)／cos(ζ－φ) 

 

以上より、⑤が適当である。 

 

（参考）積和公式 

sinα・cosβ＝｛sin(α＋β)＋sin(α－β)｝／2 

cosα・sinβ＝｛sin(α＋β)－sin(α－β)｝／2 
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設問番号 問題３３ 

解答例 ③ 

解 説 参考文献 

① 不当な対価を与えたり、求めたり、受け取ったりしないことは、『公

衆の利益の優先』（公衆の安全、健康及び福利を最優先に考慮する。）

の観点から当然のことであるため、正しい。（○） 

海洋・港湾構造物設計士がめ

ざすもの、平成 30 年 3 月（改

訂）、P4 参照 

② 専門的知識と経験の蓄積に基づいて、報告などの発表や意見の開陳を

行ったことは、『真実性の確保』（報告、説明又は発表を、客観的でか

つ事実に基づいた情報を用いて行う。）に従っているため、正しい。

（○） 

海洋・港湾構造物設計士がめ

ざすもの、平成 30 年 3 月（改

訂）、P4 参照 

③ 自己の業務の説明することは、『公正かつ誠実な履行』（公正な分析と

判断に基づき、託された職務を誠実に履行する。）や、『信用の保持』

（常に品位の保持に努め、強い責任感をもって、職務完遂を期する。）

に従っているが、業務への批判に対して極力対応しなかったことは、

上記に従っていないため、誤り。(×) 

海洋・港湾構造物設計士がめ

ざすもの、平成 30 年 3 月（改

訂）、P5 参照 

④ 自己の属する組織にとらわれることなく、専門的知識、技術、経験を

踏まえ、総合的見地から事業を遂行することは、「行動規範」の（真

実性の確保）、（公正かつ誠実な履行）に準じており正しい。（〇） 

海洋・港湾構造物設計士がめ

ざすもの、平成 30 年 3 月（改

訂）、P4 参照 

⑤ 施設の特徴を理解した上で、先端技術のみならず伝統技術の活用を図

ったことは、『文化的価値の認識と尊重』（職務の対象となる海洋・港

湾構造物の文化的価値を認識し、尊重する。）に従っており、技術者

倫理に合致しているため、正しい。(○) 

海洋・港湾構造物設計士がめ

ざすもの、平成 30 年 3 月（改

訂）、P5 参照 

以上より、③が最も不適当である。 
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設問番号 問題３４ 

解答例 ② 

解 説 参考文献 

(１) 記載のとおりである。（〇） 

右記参考文献 P.4（持続可能性の確保）参照。 

海洋・港湾構造物設計士がめ

ざすもの、平成 30 年 3 月（改

訂）、P4, 5 参照 

(２)記載のとおりである。（〇） 

右記参考文献 P.4（研鑽の継続）参照。 

(３) 右記参考文献 P.4 に下記記述があり、適当でない。（×） 

（真実性の確保） 

設計士は、報告、説明又は発表を、客観的でかつ事実に基づいた情報

を用いて行う。 

(４) 記載のとおりである。（〇） 

右記参考文献 P.5（公正かつ誠実な履行）参照。 

以上より、(２)が不適当な記述であるため、②「１」が正解。 
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設問番号 問題３５ 

解答例 ④ 

解 説 参考文献 

(ア) 記載のとおりである。（〇） 

右記参考文献 P.4（公衆の利益の優先）参照。 

海洋・港湾構造物設計士がめ

ざすもの、平成 30 年 3 月（改

訂）、P4, 5 参照 

(イ)記載のとおりである。（〇） 

右記参考文献 P.4（研鑽の継続）参照。 

(ウ) 記載のとおりである。（〇） 

右記参考文献 P.4（真実性の確保）参照。 

(エ) 右記参考文献 P.5 に下記記述があり、適当でない。（×） 

（秘密の保持） 

設計士は、常にその業務にかかる正当な利益を擁護する立場を堅持

し、業務上知り得た秘密を保持する。 

以上より、④の「〇〇〇×」が最も適当である。 
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